
49
ちょこっと
漢字

50 学習日　　 月　　 日　　ガイドp.48・49B チカラをのばすB

① 羽毛のまくら を買う。　② 王にえっけん する。　③ パンははっこう 食品だ。

　

 

文
節 

次
の
各
文
は
、
い
く
つ
の
文
節
で
で
き
て
い
る
か
。
漢
数
字
で
書
き
な
さ
い
。

 

ガ
イ
ド 

1

〈
３
点
×
２
〉

　

①　

全
く
前
例
が
な
い
こ
と
を
成
し
遂
げ
る
。 

つ

　

②　

も
う
そ
ろ
そ
ろ
行
か
な
い
と
遅
刻
だ
。 

つ

　

 

単
語 

次
の
各
文
は
、
い
く
つ
の
単
語
で
で
き
て
い
る
か
。
漢
数
字
で
書
き
な
さ
い
。

 

ガ
イ
ド 

1

〈
３
点
×
２
〉

　

①　

空
き
地
に
赤
い
屋
根
の
家
が
建
っ
た
。 

つ

　

②　

参
加
者
が
集
ま
れ
ば
決
行
で
す
。 

つ

　

 

文
節
ど
う
し
の
関
係 

次
の
各
文
中
の　
　

線
部
と　
　

線
部
の
文
節
の
関
係
は
、
あ
と
の

ど
れ
と
同
じ
か
。
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

ガ
イ
ド 

2

〈
３
点
×
４
〉

　

①　

暗
い
と 

よ
く 

見
え
な
い
。 

①　

　
　

②　

　

②　

雷
が 

公
園
の 

木
に 

落
ち
た
。

　

③　

明
日
ま
で
に 

仕
上
げ
て 

お
く
。 

③　

　
　

④　

　

④　

よ
い 

知
ら
せ
が 

届
く
。

　
　

ア　

友
達
は 

五
時
に 

来
る
。　
　
　

イ　

少
し 

手
伝
っ
て 

も
ら
う
。

　
　

ウ　

も
う 

遅
い
か
ら 

寝
よ
う
。　
　

エ　

ふ
わ
ふ
わ
の 

甘
く
て 

白
い 

パ
ン
。

　

 

主
・
述
の
関
係 

次
の
各
文
中
の　
　

線
部
は
述
語
で
あ
る
。
こ
の
述
語
に
対
す
る
主
語

を
、　　

線
部
ア
〜
エ
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

〈
３
点
×
２
〉

　

①　

大
勢
の　

前
に　

立
つ
と　

い
つ
も　

緊
張
し
て　

声
が　

震
え
る
。 

　

②　

ぼ
く
が　

思
う
に　

彼
が　

ク
ラ
ス
の　

代
表
に　

ふ
さ
わ
し
い
。 

1234

ガ
イ
ド 

2

ア

イ

ウ

エ

ア

イ

ウ

エ

　

 

主
・
述
の
関
係 

次
の
各
文
中
の　
　

線
部
は
述
語
で
あ
る
。
こ
の
述
語
に
対
す
る
主
語

を
、
そ
れ
ぞ
れ
一
文
節
で
書
き
抜
き
な
さ
い
。 

ガ
イ
ド 

2

〈
３
点
×
２
〉

　

①　

こ
の
町
に
は
、
私
が
友
人
と
過
ご
し
た
頃
の
思
い
出
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

 

（
埼
玉
）

　

② 　

母
は
、
花
は
見
る
人
の
心
を
和
ま
せ
る
と
聞
い
て
、
家
の
中
に
花
を
絶
や
さ
な

い
。 

　

 

修
飾
・
被
修
飾
の
関
係 

次
の
各
文
中
の　
　

線
部
は
、
ど
の
言
葉
を
修
飾
し
て
い
る
か
。

そ
れ
ぞ
れ
一
文
節
で
書
き
抜
き
な
さ
い
。 

ガ
イ
ド 

2

〈
３
点
×
２
〉

　

①　

手
紙
に
は
し
ば
し
ば
時
候
の
挨
拶
が
用
い
ら
れ
る
。 

（
秋
田
）

 　

②　

ぼ
く
は
、
み
る
み
る
海
へ
と
沈
む
真
っ
赤
な
夕
日
を
眺
め
た
。

 　

 

文
節
ど
う
し
の
関
係 

次
の
各
文
中
の　
　

線
部
が
直
接
か
か
る
言
葉
を
、　　

線
部
ア
〜

エ
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

ガ
イ
ド 

2

〈
４
点
×
２
〉

　

① 　

も
し
微
生
物
が　

堅
く
て
厚
い
種
皮
を　

分
解
す
る
な
ら
、
微
生
物
が　

ま
わ

り
に
多
く　

い
る
こ
と
に
な
る
。 

（
北
海
道
）

　

② 　

昨
日
の
夕
方　

部
活
の
先
輩
か
ら　

借
り
た
ロ
ボ
ッ
ト
の
本
は
、
月
曜
日
に
学
校 

で
返
す
つ
も
り
だ
。 

5
入試正答率

50%-80%650%-80%780%以上

ア

イ

ウ

エ

ア

イ

ウ

エ

48

50 学習日　　 月　　 日　　ガイドp.48・49A

合計得点

100

でき
る！標準

年

　
　
　組

　
　
　
　番

名前

解答・解説集
p.25

24
文
の
組
み
立
て
を
学
習
し
よ
う

キホンを確認A

④ やまおく に住む。　⑤ のどをうるお す。　⑥ こんしん 会を開く。

　
言
葉
の
単
位 
次
の
文
章
を
読
ん
で
、あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
ガ
イ
ド
p.  

48 

1

〈
１
点
×
２
〉

＊ 

　
ぼ
く
た
ち
の
ク
ラ
ス
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
。
歓
声
が
上
が
っ
た
。
手
を
取

り
合
っ
て
泣
い
て
い
る
人
も
い
る
。
そ
の
姿
を
見
て
ぼ
く
ま
で
涙
が
出
そ
う
だ
。

　 

　
三
か
月
前
、
ク
ラ
ス
は
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
。
合
唱
祭
の
た
め
に
朝
早
く
登
校
す

る
な
ん
て
面
倒
だ
！
　
ぼ
く
は
正
直
そ
う
思
っ
て
い
た
。

⑴
　
第
二
段
落
に
文
は
い
く
つ
あ
る
か
。
漢
数
字
で
書
き
な
さ
い
。 

つ

⑵
　「
ク
ラ
ス
」、「
が
」
な
ど
の
言
葉
の
単
位
を
何
と
い
う
か
。
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

 

　
文
節 

次
の
各
文
を
、〈
例
〉
に
な
ら
っ
て
文
節
に
分
け
な
さ
い
。 

〈
各
完
答
３
点
×
３
〉

　〈
例
〉
昨 

日
買 

っ 

た
傘 

を
さ 

す
。 

ガ
イ
ド 

1

　
①
　
砂 

浜 

に
座 

っ 

て
波 

の
音 

に
耳 

を
傾 
け 
る
。

　
②

　
ぼ 

く 

は
将 

来
弁 

護 

士 

に
な 

り 

た 

い
。

　
③
　
私 

も
姉 

も
読 

書 

が
い 

ち 

ば 

ん 

の
趣 

味 

だ
。

　
ヒ
ン
ト

　
単
語 

次
の
各
文
は
、
い
く
つ
の
単
語
で
で
き
て
い
る
か
。
漢
数
字
で
書
き
な
さ
い
。

 

ガ
イ
ド 

1

〈
３
点
×
３
〉

　
①

　
家
族
で
避
難
場
所
の
確
認
を
す
る
。 

つ

　
②

　
弟
と
児
童
館
に
遊
び
に
行
く
。 

つ

　
③

　
姉
が
す
す
め
る
本
を
書
店
で
探
す
。 

つ

123

　 

文
の
成
分 

次
の
各
文
中
の
　
　
線
部
の
文
の
成
分
を
、
あ
と
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

ガ
イ
ド 

2

〈
３
点
×
４
〉

　
①

　
ま
あ
、
素
敵
な 

花
を 

あ
り
が
と
う
。 

①
　

　
　
②
　

　
②
　
彼
は 

見
掛
け
に 

よ
ら
ず 

活
動
的
だ
。

　
③
　
私
の 

家
で
は 

食
事
中
は 

テ
レ
ビ
を 

消
す
。 

③
　

　
　
④
　

　
④

　
薄
味
な
の
で
、
塩
と 

し
ょ
う
ゆ
を 

加
え
よ
う
。

　
　

ア
　
主
語

　
　
イ

　
述
語

　
　
ウ

　
修
飾
語

　
　
エ

　
接
続
語

　
　
オ

　
独
立
語

　 

連
文
節
の
働
き 

次
の
各
文
中
の

　
　
線
部
の
連
文
節
の
働
き
を
、
あ
と
か
ら
一
つ
ず
つ

選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

ガ
イ
ド 

2

〈
３
点
×
２
〉

　
①

　
駅
前
の 

レ
ス
ト
ラ
ン
は 

近
く
の 

学
生
に 

人
気
だ
。 

　
②
　
家
庭
菜
園
の 

野
菜
を 

妹
が 

楽
し
そ
う
に 

収
穫
す
る
。 

　
　

ア
　
主
部
　
　
イ
　
述
部
　
　
ウ
　
修
飾
部
　
　
エ
　
接
続
部
　
　
オ
　
独
立
部

　 

文
節
ど
う
し
の
関
係 

次
の
各
文
中
の

　
　
線
部
と

　
　
線
部
の
文
節
の
関
係
を
、
あ
と
か

ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

ガ
イ
ド 

2

〈
３
点
×
４
〉

　
①

　
雑
誌
に 

載
っ
た 

ケ
ー
キ
店
に 

行
く
。 

①
　

　
　
②
　

　
②
　
母
が 

作
っ
た 

弁
当
を 

昼
に 

食
べ
る
。

　
③

　
正
直
に 

何
で
も 

言
っ
て 

ほ
し
い
。 

③
　

　
　
④
　

　
④

　
彼
の 

仕
事
は
、
速
く
て 

正
確
だ
。

　
　
ア

　
主
・
述
の
関
係

　
　
イ

　
修
飾
・
被
修
飾
の
関
係

　
　
ウ

　
接
続
の
関
係

　
　
エ

　
独
立
の
関
係

　
　
　
オ

　
並
立
の
関
係

　
　
　
　
　
　
カ

　
補
助
の
関
係

　
ヒ
ン
ト

456



25
49

ちょこっと
漢字

50 学習日　　 月　　 日　　ガイドp.48・49B チカラをのばすB

① 羽毛のまくら 枕 を買う。　② 王にえっけん 謁見 する。　③ パンははっこう 発酵 食品だ。

　 

文
節 

次
の
各
文
は
、
い
く
つ
の
文
節
で
で
き
て
い
る
か
。
漢
数
字
で
書
き
な
さ
い
。

 

ガ
イ
ド 

1

〈
３
点
×
２
〉

　
①
　
全
く
前
例
が
な
い
こ
と
を
成
し
遂
げ
る
。 

五
つ

　
②
　
も
う
そ
ろ
そ
ろ
行
か
な
い
と
遅
刻
だ
。 

四
つ

　 

単
語 

次
の
各
文
は
、
い
く
つ
の
単
語
で
で
き
て
い
る
か
。
漢
数
字
で
書
き
な
さ
い
。

 

ガ
イ
ド 

1

〈
３
点
×
２
〉

　
①
　
空
き
地
に
赤
い
屋
根
の
家
が
建
っ
た
。 

九
つ

　
②
　
参
加
者
が
集
ま
れ
ば
決
行
で
す
。 

六
つ

　 

文
節
ど
う
し
の
関
係 

次
の
各
文
中
の
　
　
線
部
と
　
　
線
部
の
文
節
の
関
係
は
、
あ
と
の

ど
れ
と
同
じ
か
。
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

ガ
イ
ド 

2

〈
３
点
×
４
〉

　
①
　
暗
い
と 

よ
く 

見
え
な
い
。 

①
　

ウ
　
　
②
　

ア

　
②
　
雷
が 

公
園
の 

木
に 

落
ち
た
。

　
③
　
明
日
ま
で
に 

仕
上
げ
て 

お
く
。 

③
　

イ
　
　
④
　

エ

　
④
　
よ
い 

知
ら
せ
が 

届
く
。

　
　
ア
　
友
達
は 

五
時
に 

来
る
。
　
　
　
イ
　
少
し 

手
伝
っ
て 

も
ら
う
。

　
　
ウ
　
も
う 

遅
い
か
ら 

寝
よ
う
。
　
　
エ
　
ふ
わ
ふ
わ
の 

甘
く
て 

白
い 

パ
ン
。

　 

主
・
述
の
関
係 

次
の
各
文
中
の
　
　
線
部
は
述
語
で
あ
る
。
こ
の
述
語
に
対
す
る
主
語

を
、　
　
線
部
ア
～
エ
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

〈
３
点
×
２
〉

　
①
　
大
勢
の
　
前
に
　
立
つ
と
　
い
つ
も
　
緊
張
し
て
　
声
が
　
震
え
る
。 

エ

　
②
　
ぼ
く
が
　
思
う
に
　
彼
が
　
ク
ラ
ス
の
　
代
表
に
　
ふ
さ
わ
し
い
。 

ウ

1234

ガ
イ
ド 

2

ア

イ

ウ

エ

ア

イ

ウ

エ

　 

主
・
述
の
関
係 

次
の
各
文
中
の
　
　
線
部
は
述
語
で
あ
る
。
こ
の
述
語
に
対
す
る
主
語

を
、
そ
れ
ぞ
れ
一
文
節
で
書
き
抜
き
な
さ
い
。 

ガ
イ
ド 

2

〈
３
点
×
２
〉

　
①
　
こ
の
町
に
は
、
私
が
友
人
と
過
ご
し
た
頃
の
思
い
出
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

 
（
埼
玉
）

思
い
出
が

　
② 

　
母
は
、
花
は
見
る
人
の
心
を
和
ま
せ
る
と
聞
い
て
、
家
の
中
に
花
を
絶
や
さ
な

い
。 

母
は

　 

修
飾
・
被
修
飾
の
関
係 

次
の
各
文
中
の
　
　
線
部
は
、
ど
の
言
葉
を
修
飾
し
て
い
る
か
。

そ
れ
ぞ
れ
一
文
節
で
書
き
抜
き
な
さ
い
。 

ガ
イ
ド 

2

〈
３
点
×
２
〉

　
①
　
手
紙
に
は
し
ば
し
ば
時
候
の
挨
拶
が
用
い
ら
れ
る
。 

（
秋
田
）

 

用
い
ら
れ
る

　
②
　
ぼ
く
は
、
み
る
み
る
海
へ
と
沈
む
真
っ
赤
な
夕
日
を
眺
め
た
。

 

沈
む

　 

文
節
ど
う
し
の
関
係 

次
の
各
文
中
の
　
　
線
部
が
直
接
か
か
る
言
葉
を
、　
　
線
部
ア
～

エ
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

ガ
イ
ド 

2

〈
４
点
×
２
〉

　
① 

　
も
し
微
生
物
が
　
堅
く
て
厚
い
種
皮
を
　
分
解
す
る
な
ら
、
微
生
物
が
　
ま
わ

り
に
多
く
　
い
る
こ
と
に
な
る
。 

（
北
海
道
）

イ

　
② 

　
昨
日
の
夕
方
　
部
活
の
先
輩
か
ら
　
借
り
た
ロ
ボ
ッ
ト
の
本
は
、
月
曜
日
に
学
校 

で
返
す
つ
も
り
だ
。 

イ

5
入試正答率

50%-80%

②

「誰
が
」
絶
や
さ
な
い
の
か
を
考
え
よ
う
。

650%-80%780%以上

ア

イ

ウ

エ

ア

イ

ウ

エ

接
続
の
関
係

主
・
述
の
関
係

補
助
の
関
係

修
飾
・
被
修
飾
の
関
係

「
何
が
」
震
え
る
の
か
を
考
え
ま
す
。

「
誰
が
」
ふ
さ
わ
し
い
の
か
を
考
え
ま
す
。

「
何
が
」
あ
り
ま
す
と
述
べ
ら
れ
て
い
る

の
か
を
考
え
ま
す
。

「
し
ば
し
ば
」
と
直
接
つ
な
げ
て
み
て
、

意
味
が
通
る
も
の
を
選
び
ま
す
。

「
み
る
み
る
」
と
直
接
つ
な
げ
て
み
て
、

意
味
が
通
る
も
の
を
選
び
ま
す
。　

　
線
部
を
　
　
線
部
ア
〜
エ
そ

れ
ぞ
れ
と
つ
な
げ
て
み
て
、
意
味

が
通
る
も
の
を
選
び
ま
す
。

「
成
し
遂
げ
る
」で
一
文
節
。

ネ

ネ

ネ

ネ

ネ

ネ

ネ

ネ

ネ

ガ
イ
ド
p.   

00 

0

ガ
イ
ド 

0
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50 学習日　　 月　　 日　　ガイドp.48・49A

合計得点

100

でき
る！標準

年

　
　
　組

　
　
　
　番

名前

解答・解説集
p.25

24
文
の
組
み
立
て
を
学
習
し
よ
う

キホンを確認A

④ やまおく 山奥 に住む。　⑤ のどをうるお 潤 す。　⑥ こんしん 懇親 会を開く。

　
言
葉
の
単
位 
次
の
文
章
を
読
ん
で
、あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
ガ
イ
ド
p.  

48 

1

〈
１
点
×
２
〉

＊ 

　
ぼ
く
た
ち
の
ク
ラ
ス
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
。
歓
声
が
上
が
っ
た
。
手
を
取

り
合
っ
て
泣
い
て
い
る
人
も
い
る
。
そ
の
姿
を
見
て
ぼ
く
ま
で
涙
が
出
そ
う
だ
。

　 

　
三
か
月
前
、
ク
ラ
ス
は
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
。
合
唱
祭
の
た
め
に
朝
早
く
登
校
す

る
な
ん
て
面
倒
だ
！
　
ぼ
く
は
正
直
そ
う
思
っ
て
い
た
。

⑴
　
第
二
段
落
に
文
は
い
く
つ
あ
る
か
。
漢
数
字
で
書
き
な
さ
い
。 

三
つ

⑵
　「
ク
ラ
ス
」、「
が
」
な
ど
の
言
葉
の
単
位
を
何
と
い
う
か
。
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

 

単
語

　
文
節 

次
の
各
文
を
、〈
例
〉
に
な
ら
っ
て
文
節
に
分
け
な
さ
い
。 

〈
各
完
答
３
点
×
３
〉

　〈
例
〉
昨 

日
買 

っ 

た
傘 

を
さ 

す
。 

ガ
イ
ド 

1

　
①
　
砂 

浜 

に
座 

っ 

て
波 

の
音 

に
耳 

を
傾 
け 
る
。

　
②
　
ぼ 

く 

は
将 

来
弁 

護 

士 

に
な 

り 

た 

い
。

　
③
　
私 

も
姉 

も
読 

書 

が
い 

ち 

ば 

ん 

の
趣 

味 

だ
。

　
ヒ
ン
ト

「ネ
」
が
入
る
と
こ
ろ
を
探
そ
う
。

　
単
語 

次
の
各
文
は
、
い
く
つ
の
単
語
で
で
き
て
い
る
か
。
漢
数
字
で
書
き
な
さ
い
。

 

ガ
イ
ド 

1

〈
３
点
×
３
〉

　
①
　
家
族
で
避
難
場
所
の
確
認
を
す
る
。 

七
つ

　
②
　
弟
と
児
童
館
に
遊
び
に
行
く
。 

七
つ

　
③
　
姉
が
す
す
め
る
本
を
書
店
で
探
す
。 

八
つ

123

　 

文
の
成
分 

次
の
各
文
中
の
　
　
線
部
の
文
の
成
分
を
、
あ
と
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

ガ
イ
ド 

2

〈
３
点
×
４
〉

　
①
　
ま
あ
、
素
敵
な 

花
を 

あ
り
が
と
う
。 

①
　

オ
　
　
②
　

イ

　
②
　
彼
は 

見
掛
け
に 

よ
ら
ず 

活
動
的
だ
。

　
③
　
私
の 

家
で
は 

食
事
中
は 

テ
レ
ビ
を 

消
す
。 

③
　

ウ
　
　
④
　

エ

　
④
　
薄
味
な
の
で
、
塩
と 

し
ょ
う
ゆ
を 

加
え
よ
う
。

　
　
ア
　
主
語
　
　
イ
　
述
語
　
　
ウ
　
修
飾
語
　
　
エ
　
接
続
語
　
　
オ
　
独
立
語

　 

連
文
節
の
働
き 

次
の
各
文
中
の
　
　
線
部
の
連
文
節
の
働
き
を
、
あ
と
か
ら
一
つ
ず
つ

選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

ガ
イ
ド 

2

〈
３
点
×
２
〉

　
①
　
駅
前
の 

レ
ス
ト
ラ
ン
は 

近
く
の 

学
生
に 

人
気
だ
。 

ア

　
②
　
家
庭
菜
園
の 

野
菜
を 

妹
が 

楽
し
そ
う
に 

収
穫
す
る
。 

ウ

　
　
ア
　
主
部
　
　
イ
　
述
部
　
　
ウ
　
修
飾
部
　
　
エ
　
接
続
部
　
　
オ
　
独
立
部

　 

文
節
ど
う
し
の
関
係 

次
の
各
文
中
の
　
　
線
部
と
　
　
線
部
の
文
節
の
関
係
を
、
あ
と
か

ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

ガ
イ
ド 

2

〈
３
点
×
４
〉

　
①
　
雑
誌
に 

載
っ
た 

ケ
ー
キ
店
に 

行
く
。 

①
　

イ
　
　
②
　

ア

　
②
　
母
が 

作
っ
た 

弁
当
を 

昼
に 

食
べ
る
。

　
③
　
正
直
に 

何
で
も 

言
っ
て 

ほ
し
い
。 

③
　

カ
　
　
④
　

オ

　
④
　
彼
の 

仕
事
は
、
速
く
て 

正
確
だ
。

　
　
ア
　
主
・
述
の
関
係
　
　
イ
　
修
飾
・
被
修
飾
の
関
係
　
　
ウ
　
接
続
の
関
係

　
　
エ
　
独
立
の
関
係
　
　
　
オ
　
並
立
の
関
係
　
　
　
　
　
　
カ
　
補
助
の
関
係

　
ヒ
ン
ト

「並
立
の
関
係
」
の
文
節
は
、
入
れ
換
え
ら
れ
る
よ
。

456

「
何
が
」
を
表
し
ま
す
。

「
収
穫
す
る
」
を
詳
し
く
説
明
し
て
い
ま
す
。

ネネ
ネ

ネ

ネ

ネ

ネ

ネ

ネ

ネ

ネ

ネ

ネ

ネ

ネ

③「
ほ
し
い
」は
補
助
的
な
意
味
を
添
え
て
い
ま
す
。 

④
入
れ
換
え
可
能
。

①
他
の
文
節
と
は
直
接
関
係
が
な
い
文
節

で
す
。
②
「
ど
ん
な
だ
」
を
表
し
ま
す
。

書
き
出
し
が
一
字
下
が
っ
て
い
る「
三
か
月
前
」か
ら
が
第
二
段
落
で
す
。

「
避
難
場
所
」で
一
単
語
。
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